
69

「きゅうに かぜが  つよく なってきたな。」
たびびとは コートを しっかり おさえました。

「では、わたしのばん ですね。」
たいようは あたたかい ひかりを たびびとに そそぎました。
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きたかぜは、
「まだまだ これから。」
と さらに つよい くうきを ふきかけます。
びゅ― びゅ― びゅ―

「さむい さむい。」
と ますます コートを おさえます。
きたかぜは、ちからが なくなるまで かぜを ふきつづけましたが 
たびびとの コートを ぬがすことは できませんでした。

たいようは そのあとも たびびとに あたたかい ひかりを そそぎつづけました。
たびびとは げんきに たびを つづけることが できました。

そらの うえで きたかぜと たいようが はなしを していました。

たびびとは ふきとばされないように ひっしに ふんばりました。たびびとは ふきとばされないように ひっしに ふんばりました。



123

105

そのとき たびびとは いけを みつけました。
あせを ながしたくなった たびびとは ふくをぬぎ、みずあびを はじめました。

ちょうど そのとき、ひとりの たびびとが あるいて きました。
たびびとは コートを まとっています。

たいようの ひかりを あびた たびびとは
「やっと あたたかく なって きたぞ。 よかった、よかった。」
と よろこびました。

「それじゃあ、ぼくが  さきに やってみよう！」
きたかぜが つめたい くうきを ふきだしました。
びゅ～ びゅ～ びゅ～
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「たいようさん、どちらが つよいか きょうそう しないか？」
たいようが こたえました。
「おもしろそうですね。やって みましょう。」
こうして きたかぜと たいようは ちからくらべを することに なりました。

それを みた きたかぜは
「ぼくの まけだ。 つよい かぜで、 なんでも ふきとばせると おもって いたけど  
 まちがい だったよ。」
といって とおくへ さって いきました。

それを みた きたかぜが いいました。
「あの たびびとの コートを ぬがせたほうが かちだ。」
たいようは にっこり うなずきました。

たいようは どんどん ひざしを つよくしました。
たびびとは あせを かきはじめました。
「だんだん あつく  なって きたよ。」
たびびとは コートを ぬぎ うすぎに なりました。

きたかぜが いいました。きたかぜが いいました。


